
道徳教育全体計画の別葉とは？
別葉は、学校の教育活動全体を通して道徳教育を進めていく上で必要となる計画です。教育活動全体に

かかわる計画のため、作るのが大変だなあ、と思っている先生方も多いようです。今回の「道徳のかけ橋」

では、その目的や意図を再確認して、何のために作るのかを一緒に考えていきたいと思います！！

別葉には決まった形式はなく、次の例をあげて、学校の創意工夫を求めています。

① 各教科等における道徳教育にかかわる指導の内容及び時期を整理したもの

② 道徳教育にかかわる体験活動や実践活動の時期等が一覧できるもの

③ 道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携のための活動等が分かるもの

大事なことは、次の２点です。

① 自校の特色や重点を、教育活動全体でどのように実践していくか、分かること

② 道徳の時間以外の指導内容や時期が明確になること

「道徳に係る教育課程の改善等について (中教審答申）」 において、道徳教育が学校教育の中核であるこ

とが再確認され、「各教科等との密接な連携の強化」の必要性が明記されています。道徳教育の充実に向

けて、別葉の重要度は、これまで以上に高まってきています。

まずは、作ってみましょう！！
次に、別葉の例を示し、それぞれのよさや留意点を整理しました。これらを参考に、まずは、できそう

なところから作成してみてください。

学習指導要領解説 道徳編 「２ 全体計画の内容」 （小学校）Ｐ６７（中学校）Ｐ６９

「全体計画を一覧表にして示す場合は、必要な各事項について文章化したり、具体化したりしたものを加えるなどの

工夫が望まれる。例えば、各教科等における道徳教育にかかわる指導の内容及び時期を整理したもの、（略）を別葉

にして加えるなどして、年間を通して具体的に活用しやすいものとすることが考えられる。（小学校）」

〇 時系列で整理し
ているため、一覧
の形で年間の見通
しがもてる。

▲ 情報が多すぎて
使いにくい。重点
項目が分からず、
共通理解が図りに
くい。

〈ちょっとひと工夫〉

自校で重点とする
内容項目の部分に色
をつけ、分かりやす
くする。指導後に、
記録や改善策を書き
加える。

(義務教育課作成)
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Ａ 時系列で、内容項目と教育活動全体との関連を明らかにした別葉



形式がない別葉だからこそ、自校の先生方が日常的に使いやすいものが一番です。形式にこだわらず、

ぜひオリジナルなものを作ってみてください！今ある計画をちょっと工夫することをおすすめします。

みんなで活用していくことが大切
「別葉はあるが活用が十分でない」。どの学校でも、これが一番の課題です。別葉をもとに、自校の重点

を職員全員が把握し、各教科の授業はもちろん、日々の教育活動すべてを通して道徳教育を進めていくと

いう意識をもちたいものです。「ここの関連は難しいなあ」「この単元では〇〇

という価値項目についても学んでいるなあ」と気付いたら、別葉にメモを残し

ていくとよいと思います。そういった日々の積み重ねが道徳の時間と教育活動

全体を積極的に結び付けることになります。次年度の教育課程を検討していく

この時期こそ、別葉について、校内で、あらためて考えてみましょう。

〇 重点内容項目を中心に作成しているため、学校全体で
重点を意識して教育活動を進めることができる。
（別様の第一歩の形です。野田小学校は、これを土台に
全職員で別様の作成に取り組みました。）

▲ 時系列になっていないため、年間の見通しが分かりに
くい。

▲ 他の内容項目について、どのような場面で取り組んで
いくのかが分からない。

〈ちょっとひと工夫〉
重点項目以外は、実践を通して少しずつ書き込みを加え

ていく。

学校全体で行う道徳教育を

別葉からはじめよう。

〇 すべての内容項目の関連
が分かる。

〇 自校の重点を網掛けにし
て強調しているため、分か
りやすい。

〇 道徳の時間に使用する資
料名だけでなく、「ふくしま
道徳資料集」や「私たちの
道徳」の活用場面を明確に
位置付けている。

▲ 必要な情報が多く盛り込
まれているため活用に向け
た共通理解が必要である。

〈ちょっとひと工夫〉
道徳教育推進教師を中心に

全職員で作成し、一人一人の
意見を生かし少しずつ改善し
ていくことで活用に向けた意
識を高める。

(地区別推進協議会資料 福島市立野田小学校)

(道徳教育推進校 玉川村立須釜中学校)

Ｂ 自校の重点を中心に、内容項目の系統性を明確にした別葉

Ｃ 道徳の時間におけるすべての価値項目と学校の教育活動全体の関連を明らかにした別葉

Ｄ 学校オリジナルで使いやすい別葉！


